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海
外
子
女
文
芸
作
品 

コ
ン
ク
ー
ル 

 

海
外
子
女
振
興
財
団
主
催
第
三
十
六
回

海
外
子
女
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
案
内

を
し
ま
す
。
募
集
要
項
は
海
外
子
女
教
育
振

興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
読
み
下
さ

い
。
昨
年
も
私
た
ち
の
補
習
校
か
ら
入
賞
者

を
出
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
入
賞
で
き
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
力
作
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
補
習
校
で
の
締
め
切
り
は
六
月
二
十
七

日
で
す
。
整
理
後
す
ぐ
に
東
京
に
送
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
締
切
日
以
後
の
も

の
は
残
念
な
が
ら
受
付
で
き
ま
せ
ん
。 

テ
ー
マ
は
、
海
外
生
活
を
題
材
に
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
自
由
で
、
ジ
ャ
ン
ル
は
、
作
文
、

詩
、
短
歌
、
俳
句
の
四
部
門
で
す
。
ひ
と
り

で
何
部
門
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
作
文
と

詩
は
ひ
と
り
一
点
、
短
歌
と
俳
句
は
一
人
三

点
以
内
で
す
。
作
文
の
枚
数
は
、
小
学
生
が

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
、
中
学
生
が
八
枚
以
内

で
す
。
詩
は
小
中
と
も
に
三
枚
以
内
で
す
。

補
習
校
か
ら
は
作
文
用
原
稿
用
紙
（
財
団
名

が
中
央
に
縦
に
書
か
れ
て
い
る
原
稿
用
紙
）

と
詩
用
（
財
団
名
が
右
下
に
横
に
書
か
れ
て 

    い
る
原
稿
用
紙
）
を
各
一
枚
と
各
部
門
応
募 

用
紙
を
配
布
し
ま
す
。
不
足
の
用
紙
は
、
海

外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
下
さ
い
。
Ｕ
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で
す
。

短
歌
と
俳
句
は
、
所
定
の
応
募
用
紙
に
書
い

て
下
さ
い
。
作
文
と
詩
に
は
、
応
募
票
を
原

稿
用
紙
の
右
上
に
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
留
め
て

下
さ
い
。
提
出
の
際
は
、
コ
ピ
ー
を
必
ず
自

分
で
取
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。
入
賞
し
た
場

合
に
は
、
「
南
十
字
星
」
用
に
原
稿
の
提
出

を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。 

理
社
学
習
予
定 

 

六
月
六
日
は
理
社
授
業
の
日
に
な
っ
て

い
ま
す
（
幼
稚
部
を
除
く
）
。「
社
会
」
を
朝

八
時
五
〇
分
か
ら
九
時
一
〇
分
ま
で
学
習

し
、
さ
ら
に
、
午
後
、
二
時
間
、
理
科
の
学

習
を
し
ま
す
。
五
校
時
は
十
二
時
五
十
五
分

か
ら
十
三
時
四
十
分
、
六
校
時
は
十
三
時
四

十
五
分
か
ら
十
四
時
三
十
分
に
な
り
ま
す
。

教
室
は
朝
か
ら
Ｒ
棟
に
な
り
ま
す
の
で
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
登
校
し
て
下
さ
い
。 

教
科
書
と
昼
食
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
小

一
、
小
二
は
朝
も
午
後
も
「
せ
い
か
つ
」
の

教
科
書
を
使
い
ま
す
。
小
一
は
「
せ
い
か
つ

（
上
）
」
で
す
が
、
小
二
は
昨
年
度
後
期
配

布
の
「
せ
い
か
つ
（
下
）
」
の
教
科
書
を
使

い
ま
す
の
で
、
間
違
え
な
い
で
下
さ
い
。
小

三
か
ら
小
六
は
、
朝
、
自
分
の
学
年
の
社
会

科
教
科
書
を
学
習
し
、
午
後
は
自
分
の
学
年

の
「
理
科
」
の
教
科
書
を
学
習
し
ま
す
。
中

学
生
は
、
朝
は
中
一
が
「
地
理
」
、
中
二
が

「
歴
史
」
、
中
三
が
「
公
民
」
を
学
習
し
ま

す
。
中
学
生
の
午
後
は
、
全
体
を
二
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
一
方
が
「
中
二
理
科
」
を
行
っ

て
い
る
と
き
は
、
他
方
は
「
歴
史
」
と
し
ま

す
。
五
校
時
は
中
一
が
「
中
二
理
科
」
、
中

二
、
中
三
が
「
歴
史
」
で
、
六
校
時
は
中
二
、

中
三
が
「
中
二
理
科
」
、
中
一
が
「
歴
史
」

に
な
り
ま
す
。 

午
後
の
学
習
内
容 

 

授
業
指
導
案
は
、
別
途
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
簡
単
な
内

容
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。 

小
一 

〔
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
と
単
元
名
〕 

「
せ
い
か
つ
」
（
上
）
九
六
ペ
ー
ジ
「
ふ
ゆ

を
た
の
し
も
う
」 

〔
内
容
と
目
標
〕 

 

風
を
利
用
し
て
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
を
作
り
、

友
達
と
遊
ぶ
中
で
、
風
に
よ
っ
て
起
こ
る
現

象
の
不
思
議
さ
や
、
風
を
利
用
し
て
遊
ぶ
楽

し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。 

小
二 

〔
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
と
単
元
名
〕 

「
せ
い
か
つ
」（
下
）
四
七
～
五
六
ペ
ー
ジ 

「
う
ご
く
う
ご
く
わ
た
し
の
お
も
ち
ゃ
」 

〔
内
容
と
目
標
〕 

 

ぴ
ゅ
ん
ぴ
ょ
ん
ウ
サ
ギ
を
作
り
、
作
り
方

を
工
夫
し
た
り
、
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
で
友
達

と
遊
ん
だ
り
し
て
、
そ
の
感
想
や
気
付
い
た

こ
と
を
発
表
し
合
う
。 

小
三
―
一 

〔
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
と
単
元
名
〕 

「
た
の
し
い
理
科
三
年
」
一
二
二
～
一
三
〇

ペ
ー
ジ
「
じ
し
ゃ
く
の
ふ
し
ぎ
を
し
ら
べ
よ

う
」 

〔
内
容
と
目
標
〕 

磁
石
の
性
質
に
つ
い
て
興
味
、
関
心
を
も

ち
、
そ
れ
を
追
求
す
る
活
動
を
通
し
て
、
磁

石
に
つ
く
も
の
と
つ
か
な
い
も
の
と
を
比

較
す
る
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
、
磁
石
の
性
質
に

つ
い
て
の
見
方
や
考
え
方
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

小
三
―
二 

〔
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
と
単
元
名
〕 

「
た
の
し
い
理
科
三
年
」
一
一
〇
～
一
二
一

ペ
ー
ジ
「
豆
電
球
に
あ
か
り
を
つ
け
よ
う
」 

〔
内
容
と
目
標
〕 

南
十
字
星 
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電
気
の
通
り
道
に
つ
い
て
興
味
、
関
心
を

も
っ
て
追
求
す
る
活
動
を
通
し
て
、
電
気
を

通
す
つ
な
ぎ
方
と
通
さ
な
い
つ
な
ぎ
方
、
電

気
を
通
す
物
と
通
さ
な
い
物
を
比
較
す
る

能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
の
理
解
を
図
り
、
電
気
の
回
路
に
つ
い
て

の
見
方
や
考
え
方
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。 

小
四 

〔
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
と
単
元
名
〕 

「
た
の
し
い
理
科
四
年
」
二
四
～
三
七
ペ
ー

ジ
「
電
池
の
は
た
ら
き
」 

〔
内
容
と
目
標
〕 

 

電
気
の
働
き
に
つ
ぃ
て
、
興
味
、
関
心
を

も
っ
て
追
求
す
る
活
動
を
通
し
て
、
乾
電
池

の
つ
な
ぎ
方
や
光
電
池
に
当
て
る
光
の
強

さ
と
回
路
を
流
れ
る
電
流
の
強
さ
と
を
関

係
づ
け
る
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
、
電
気
の
働
き
に

つ
い
て
の
見
方
や
考
え
方
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

小
五 

〔
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
と
単
元
名
〕 

「
た
の
し
い
理
科
五
年
」
一
八
～
二
九
ペ
ー

ジ
「
生
命
の
つ
な
が
り
（
一
）
植
物
の
発
芽
」 

〔
内
容
と
目
標
〕 

植
物
の
発
芽
に
つ
い
て
興
味
、
関
心
を
も

っ
て
追
究
す
る
活
動
を
通
し
て
、
植
物
の
発

芽
に
つ
い
て
条
件
を
制
御
し
て
調
べ
る
能

力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

の
理
解
を
図
り
、
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
を

育
て
、
植
物
の
発
芽
と
そ
の
条
件
に
つ
い
て

の
見
方
や
考
え
方
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。 

小
六 

〔
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
と
単
元
名
〕 

「
た
の
し
い
理
科
六
年
」
二
八
～
三
五
ペ
ー

ジ
「
植
物
の
成
長
と
日
光
の
関
わ
り
」 

〔
内
容
と
目
標
〕 

植
物
の
葉
に
養
分
が
で
き
る
は
た
ら
き

に
つ
い
て
興
味
、
関
心
を
も
っ
て
追
究
す
る

活
動
を
通
し
て
、
植
物
の
体
内
の
つ
く
り
と

は
た
ら
き
に
つ
い
て
推
論
す
る
能
力
を
育

て
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
理
解

を
図
り
、
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
、

植
物
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
に
つ
い
て
の

見
方
や
考
え
方
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。 

中
学
理
科 

「
サ
イ
エ
ン
ス
二
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
電
流
の

性
質
と
そ
の
利
用
」
前
篇 

二
回
に
分
け
て
学
習
す
る
そ
の
前
篇
で

あ
る
、
「
人
の
生
活
と
電
気
の
関
係
」
を
学

び
、
「
電
気
の
基
本
的
性
質
、
特
性
」
を
学

習
す
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
身
の
回
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
つ
い
て
、
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
。
ま
た
、
後
篇
に
つ
な
が
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
に
気
付
く
。 

中
学
午
後
社
会 

「
歴
史
」
三
四
ペ
ー
ジ
～
四
三
ペ
ー
ジ 

奈
良
時
代
と
平
安
時
代
に
つ
い
て
、
平
城

京
、
平
安
京
の
都
が
ど
の
よ
う
に
治
め
ら
れ
、

ど
の
よ
う
な
文
化
が
生
ま
れ
た
か
を
考
察

し
、
国
語
で
学
習
す
る
万
葉
集
や
枕
草
子
、

竹
取
物
語
を
生
み
出
し
た
時
代
背
景
を
学

ぶ
。 掃

除
時
間
の
設
定 

六
月
十
三
日
か
ら
掃
除
の
時
間
を
設
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
幼
稚
部
を
除
く
）
。

十
二
時
二
十
分
か
ら
十
分
間
、
掃
除
を
し
ま

す
の
で
、
解
散
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
十
分
遅

く
な
り
ま
す
。
帰
り
の
お
迎
え
は
十
二
時
三

十
分
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

日
本
の
学
校
の
子
供
た
ち
は
、
教
室
掃
除

や
廊
下
掃
除
、
階
段
掃
除
、
ト
イ
レ
掃
除
な

ど
を
班
ご
と
に
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
自
分
た
ち
の
使
う
場
所
を
き
れ
い
に
し

て
気
持
ち
よ
く
使
え
る
状
態
に
す
る
と
い

う
実
利
的
な
目
的
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
掃

除
の
時
間
を
「
学
級
活
動
」
と
し
て
、
仲
間

と
協
力
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
り
、
公
衆
道
徳

を
身
に
付
け
た
り
、
他
の
人
々
の
役
に
立
つ

喜
び
を
学
ぶ
目
的
の
た
め
に
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

残
念
な
が
ら
、
本
校
で
は
、
ト
イ
レ
を
汚

し
た
ま
ま
出
て
き
た
り
、
お
弁
当
の
ご
み
を

二
階
か
ら
投
げ
捨
て
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
、
あ
ら
か
じ
め
教
室
が
汚
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
機
会
に
日
本
式
の
掃
除
タ
イ
ム
に
よ
る

道
徳
教
育
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
以
下
、
志
賀
内
泰
弘
さ
ん
の
著
書
か
ら
抜
粋
） 

「
ゴ
ミ
を
一
つ
捨
て
る
者
は
、
大
切
な
何
か

を
一
つ
捨
て
て
い
る
。
ゴ
ミ
を
一
つ
拾
う
者

は
、
大
切
な
何
か
を
一
つ
拾
っ
て
い
る
。 

人
の
目
の
前
で
ポ
イ
ッ
と
ゴ
ミ
を
捨
て

る
人
を
、
あ
な
た
は
「
信
用
」
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。
空
き
缶
を
車
の
窓
か
ら
中
央
分
離

帯
へ
投
げ
捨
て
る
人
。
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
舗

道
に
捨
て
る
人
。
そ
の
人
た
ち
は
、
実
は
、

自
分
の
一
番
大
切
な
「
信
用
」
を
捨
て
て
い

る
の
で
す
。」 

 
 
 

      お
知
ら
せ 

（
一
）
運
動
会
は
、
八
月
十
五
日
（
予
備
日

は
二
十
二
日
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

（
二
）
六
月
十
三
日
か
ら
安
全
の
た
め
授
業

中
教
室
施
錠
を
し
ま
す
。
遅
刻
者
が
い
る
と

授
業
が
中
断
し
ま
す
の
で
、
御
協
力
下
さ
い
。 

 


